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段

と

興

趣

添

え

る

幸良

三
大
奇
観
の
一
つ
で
あ

る
.
ほ
た
る
い
か
を
紹
介

す
る
た
め
水
族
館
裏
に‘

工
事
費
五
十
万
円
で
、
か

ね
て
か
ら
ほ
た
る
い
か
館

を
建
設
中
で
し
た
が
こ
の

た
び
完
成
し
ま
し
た
。

ほ
た
る
い
か
の
発
光
は

.
今
ま
で
夜
で
な
け
れ
ば

見
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
.
館
内
を
暗
室
と

し
て
、

遣
で
も
.
ほ
た
る

い
か
を
み
る
事
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
で
も
珍
ら
し
い
こ

の
施
設
は
水
族
館
に
一
段

と
興
組
を
そ
え
た
わ
け

で
、
観
覧
者
を
満
足
さ
せ

る
こ

E
で
し
ょ
う
。

魔市津魚

水
族
館
入
場

回
数
券
の
設
行

こ
の
た
び
水
族
館
で

は
.
会
社
、
工
場
事

業
場
孤
び
に
肢
館
等

の
来
客
者
の
観
覧
便

宜
を
は
か
る
た
め
入

場
回
数
券

〔一

O
O

校
綴
)
を
発
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

か
ら
、
御
希
望
の
向

は
水
族
館
へ
御
申
込

み
下
さ
い
。

写
真
は
水
族
館
艶
問
地
に
完
成
し
た
ほ
た
る
い
か
棺

発行日昭和30年 5月1O 

通
商
産
業
大
臣

よ
り
表
彰

通
商
産
業
省
所
管
指
定
統
計

一
と
し
て
実
施
し
て
ゐ
た
‘
商
業

道
下
匝
の
市
議
会
議
員
一
名

一-
工
業
調
査
に
対
し
今
回
遁
産
大

欠
員
に
よ
る
補
欠
選
畢
は
.
去

一
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ

る
十
日
に
行
わ
れ
た
が
、
川
岸

一
の
表
彰
は
調
査
員
の
御
努
力
と

一
事
業
所
の
船
体
な
る
御
理
解
.

久
平
氏
が
当
選
し
た
。

一
御
協
力
わ
賜
と
感
謝
し
て
お
わ

一
ま
す
。

市
議
補
欠
選
挙
(
道
下
区
)

川
岸
久
平
氏
嘗
選

( 1 ) 

ホ
リ
ド
ー
ル
等
の
危
害
防
止
に
つ
い
て

天
神
山
先
住
民
族

遺
跡
地
の
研
究
調
査

天
神
山
麓
一

帯
は
先
住
民
族

の
遺
跡
地
と
し
て
、

現
在
ま
で

多
量
の
出
土
品
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
が
‘

今
向
子
古
の
秘
密

を
減
し
、
幾
多
の
未
解
決
の
問

題
が
哩
も
れ
て
い
ま
す
。
持
に

本
市
に
は
、

先
住
民
族
の
住
居

跡
が
未
だ
に
発
見
さ

れ

ず

に

い
る
の
で
.
こ
の
点
同
好
者
の

最
も
興
味
あ
る
問
題
と
し
て
、

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一

そ
こ
で
来
る
五
月
二
十
一

一
日
.
二
十
二
日
の
二
日
間
、
斯

一
議
の
権
威
者
で
.
京
都
同
志
社

一
大
学
教
授
文
学
博
士
酒
詰
仲
男

一
先
生
の
指
導
の
も
と
に
‘

富
山

一
勝
考
古
学
会
の
会
員
諸
君
が、

一
大
森
出
宅
附
近
の
一
部
を
発
掘

一
し
‘
数
千
年
来
か
ら
埋
ま
っ
て

一
い
る
当
時
の
文
化
の
賦
態
を
明

一
る
み
に
出
そ
う
正
さ
れ
る
の
で

一
あ
り
ま
す
。

一

地
元
の
皆
さ
ん
に
は
‘
こ
の

一目
的
を
以
て
発
掘
さ
れ
る
計
画

に
御
協
力
を
願
い
ま
す

:y 

母
;き

ん

又
山
」
一
仙

れ
た
の
右
側
よ

五
月
十

一
日
よ
り
十
日
間
全

問
的
に
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
交

通
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
警
察

と
し
ま
し
て
は
、
日
夜
腐
心
し

て
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
で
す

が
‘
建
年
増
加
の
一
途
を
辿
っ

て
お
り
ま
す
。
即
も
本
牒
に
お

け
る
昨
年
中
の
発
生
件
数
は
入

O
二
件
で
.
こ
の
矯
に
七

O
六

人
に
も
及
ぶ
死
傷
者
を
出
し、

更
に
式
千
余
万
円
に
相
当
す
る

物
的
損
害
を
受
け

て

お

り

ま

す
。
こ
れ
は

一
昨
年
に
比
し
実

に
百
件
の
増
加
で
、
こ
れ
等
事

故
に
因
る
死
傷
に
よ
っ
て
、
家

庭
的
に
も
.
社
会
約

に

も

そ

の
悲
劇
に
目
に
余
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
従
来
や
L
も
す
る
と

交
通
事
政
は
全
く
他
人
の
こ
と

の
よ
う
に
較
調
し
て
い
る
反

面
.
自
ら
の
不
注
意
に
よ
っ
て

思
わ
ぬ
不
幸
を
招
い
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。
今
日
.
こ
の
様

に
事
故
が
頻
発
す
る
事
実
に
照

し
て
.
一
人
/
¥
が
か
く
れ
た

被
害
者
と
し
て
常
に
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

事
故
は

田
方
町
の
牒
澄
に
埋
淡
の
飲

料
水
竹
樋
等
の
処
置
に
つ
い

て
お
願
い

ネ
ー==ロ
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ゅ
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け
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生
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魚
津
の
神
明
宮

文
政
社
写
帳
に
は
、
「
魚
津
町

産
耐
(
う
ぷ
が
み
〉
一岬
明
宮
相
殴

諏
訪
社
と
あ
り
て
一柳
主

J5
向
島

氏
世
々
奉
仕
す
」
〉
」
あ
り
ま
す

し‘
叉
魚
津
古
今
記
に
は
.
「
・
文
武

天
皇
大
安
年
中
に
当
浦
に
諏
訪

大
明
耐
を
勤
務
す。

是
魚
津
土

産
制
の
級
元
な
り
。

往
古
波
絡

の
矯
め
に
社
地
海
中
正
成
に
依

っ
て
宝
永
年
中ハ

一
六
二

四
項
)

に
今
の
制
明
宮
へ
溜
墜
し
同
殿

に
祭
れ
り
」

ξ
あ
り
ま
す
。

天
文
十
七
年

(
一
五
内
八
J

長
尾
卸
虎
当
時
十
九
才
の
若
将

(
後
上
彰
謙
信
と
殴

U
)と
し
て

越
中
ヘ
攻
め
入
り
、
魚
津
城
を

攻
略
し
た
際
に
は
‘

当
社
私
亦

兵
災
に
躍
り
ま
し
た
が
、

Z
八

E

元
年

ハ
一
五
七
=
一〉
魚
津
城
主

河
田
事
前
守
が
之
や
-E
襲
警
L
院
長

魚肉訳
し
て
社
殿
を
湾
臨
曙
可
臨
櫨

営
し、

社
簡
を
山
市
常
国
曹
苛
一弘

し
た
の
で
、

当
時
は
管

臨

調

非
常
に
賑
い
境
内
・

3
j調

相
当
に
広
く
あ
っ
た
へJ
Tヘ

:R
懇

様
で
あ
り
ま
し
た
。

総

舗

瞬

間
田

氏

の

洩

訴

後

麟

欝

は
神
社
も
次
第
に
表
。
ι

志
議

類

え
ま
し
た
が
、

問

嵐

長

鎖

鶴

二
一年
〈
一

五
九
入
〉
魚

c
i…
~

津
初
代
の
城
代
青
山
総
鰍
鮫
劇
脳

性
渡
守
も
亦
紳
社
や
議
議
錦
繍
醐

修
理
し
て
崇
敬
し
ま
e
J
-
-

一一
一目

し
た
。
寛
永
四
年
ハ
一
六
二
七
〉
大
普

主
馬
陣
用
が
第
四
代
の
城
代
と

し
て
魚
津
に
着
任
し
、

後
郡
代

と
な
っ
て
此
の
地
方
を
支
配
し

て
い
た
折
、
病
気
で
保
業
す
る

様
に
な
り
ま
し
た
。

(
保
護
地

は
下
野
方
本
江
紳
明
社
の
附
近

4
u・
』現
在
紳
明
社
の
社
常
と
L
て

一
個
の
鰐
口
が
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。

鰐
口
と
言
う
の
は
社
頭

に
つ
り
下
げ
る
一
一
砲
の
「
す
ピ
」

で
参
詣
者
が
紅
白
の
大
ひ
も
で

こ
れ
を
た
L

い
て
参
拝
し
祈
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
鰐
口
の
一

一聞
に
は
.
「
寛

永
十
二
年
三
月

一
日
大
昔
主
馬

の
息
女
一
同
の
寄
進
」

と
あ
り

ま
す
め
で
、
交
の
病
気
の
平
愈

を
こ
の
鰐
口
に
こ
め
て
、

祈
願

一

畳
近
股
作
物
の
害
虫
蹴
除
を

を

行

ふ
と
き
は
法
律
で
定
め
ら
も
三
十
閥
置
き
に
立
て
L

一一般

一行
ふ
た
め
ホ
り
ド
1
ル
、
パ
ラ
れ
た
団
体
で
実
施
す
る
こ
と
。
の
人
々
に
禁
制
川
そ
散
布
し
て
あ

一
チ
オ
シ
、
テ
ツ
プ
等

(
有
機
燐

(

個
人
で
使
用
し
て
は
い
け
な
る
こ
を
を
一部
す
こ
ξ
。

一
製
剤
〉
が
相
当
使
用
せ
ら
れ

る

い

)

(
標
識
の
詳
細
は
市
農
林
課
に

一

昨
年
十
二
月
.
魚
禄
土
木
川

一
れ
た
り
し
た
よ
う
な
卸
者
に
は

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
三
、

指
導
者

お
問
合
せ
下
さ
い
U

一
張
所
よ
り
、
電
鉄
魚
津
駅
前
の

一
お
気
番
で
す
が
寅
を
貿
わ
な
い

丁
度
苗
代
の
使
用
期
に
入
り
引
防
除
を
実
施
す
る
と
き
は
そ
六
、
撒
布
器
の
取
扱
方
法

一鉄
道
踏
切
り
地
先
か
ら
田
方
町

一ば
か
り
で
な
く
、

鋪
装
後
は
こ

一統
ぎ
木
田
二
化
一眼
虫
及
び
果
樹
の
都
度
法
律
で
定
め
た
技
術
者
防
除
に
使
用
し
た
搭
具
は
危

一
の
逓
信
診
療
所
に
至
る
区
間
の

一
れ
ら
の
樋
を
修
繕
す
る

こ
と
は

一間
等
に
多
量
に
使
用
せ
ら
い
山
斗
叉
は
都
道
府
腕
知
事
が
指
定
し

険
の
な
い
よ
う
清

掃

す
る
こ

一服
道
鋪
装
に
倖
い
、
同
照
遣
に

一出
来
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
の
事
を

一
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市

I
t
た
技
術
員
の
下
に
行
は

な

け

れ

。

一
開
設
さ
れ
て
あ
る
飲
料
水
竹
尚

一
お
知
ら
せ
し
ま
す
o

一…
い
ん
加
わ
一
一
一
一

習

場

rに
つ
い
て
の
ー

一

賄

事

時

四

一
一

一

一

端

…

諒

一
比
一
一
一
一
一
一

市

山
本

り
ま
す
の
で
・
法
令
市
民
び

指

示

防

除

実

施

者
は
実
施
の
都
k

j

L

一
に
股
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
・

一

三
地
信
診
療
所
か
ら
郵
便
局

明
治
医
協
約U
U
M
M…
…
…
一
一
一
一
一
一
わ
れ

刈

…

龍

一

加

し

わ

い

お

一
一

一

…

…

思

諮

問

一
誠

一

…

…

…

…

…

…

…

…

九

日

…

開

封

詰

問

白

川

、

所

〉

へ

も

同

様

ー

…

昨

い

い

ゅ

は

お

一
る

主

将
司

四

九

日

仁

一
替
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

う
に
し
て
置
く
削
か
玉
、
公
示
方
法

か
ら
も
吸
牧
さ
れ
て
中
毒

↑

|
|
l
i
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-

T
駅
の
見
易
い
場
所
に
「
医

防
除
実
施
者
は
騎
除
実
施

の

を

起

す

の

で

、

撒

布

者

は

一

、

己

〉

一四
四

k
a
、「ノ:

引
用
外
」
の
文
字
と
赤
地
に
白
二
目
前
か
ら
防
除
を
終
っ
た
後
三
グ
を
か
け
必
ず
防
諮

一

ノ

ヱ

抗

邸

隙

ド

/

，
し

て

色
を
以
て
「
毒
物
」

と

い

う

文

民

別

問

均

約

一

刊

一

部

衣

を

着

て

撒

布

を

行

ふ

こ

一
L
皆
さ
ん
今
年
も
叉
恐
し
い
情

一策
で
す
。

字
を
表
示
し
て
お
く
こ
と
。
尺
く
ら
い
の
大
き
さ
の
立
看
仮

一

れ

市

民
は
田
畑
の
赤
旗
は

一
染
病
の
流
行
期
が
近
ず
い
て
来

一骨
二
捕
器
・
ハ
エ
捕
紙
の
使

一
一
十
例

M
U州
一一
使
用
し
て
農
に
所
定
の
事
項
を
公
示
す
る
こ
ホ
リ
ド
ー
ル
等
が
撒
布
し
て
あ

一
ま
し
た
の
で
、
情
染
病
の
媒
介

一用
や
ハ
エ
叩
き
・
ハ
エ
糧
い
の

作
物
叉
は
森
林
の
病
害
虫
防
除

れ

ぶ

尚

一一
抗

日

げ

は

る

か

ら

立

入

ら
ぬ
こ
と
。

一
一
一
一
一
ぃ
ド
げ
は
句
法
に
よ
り

一問

問

ド

よ

る

方
法

-
j
f
f
・c・-
2
・
パ
い
い
い
い
十

一付
ハ
エ
の
発
生
源
の
除
去

一

ハエ

の
発
生
源
父
は
そ
の
多

唱
週
姐
噂
調
誼
胡
謂
噌
別
組

先
ず
各
種
の
ハ
エ
の
産
卵
場

一〈
集
ま
る
毘
.
こ
と
に
便
池
や

昌

喜

富

士

=

謡

一
所
を
あ
げ
て
み
る
と
。

一直
舎
の
天
井
や
壁

に
υ
D
T
油

E匙
睦

醸

臨

審

歯

王

イ
エ
バ
エ
:
:
:
馬
糞
厩
(
堆
)
一剤
の
よ
う
な
有
効
な
殺
虫
剤
波

1
1
1
1

一
肥、

塵
芥
、

一
で
、
特
に
残
留
効
果
の
強
い
も

こ
の
事
政
は
警
娯
の
み
の
力
で

一2
ノ
イ
エ
バ
エ
・
:
:
・
午
麓
・

一
の
を
吹
き
つ
け
て
・

そ
の

上
を

は
防
止
す
る
古

出

来

な
い
同

一3
ヒ
メ
イ
エ
バ
エ
:
:
:
臨
芥・

一
遣
う

二

議

し

ま

す

。

吹

き

で
あ
り
ま
し
て
、
皆
さ
ん
や
]

便
所
、

古
い
味
噌
・

一
つ
け
る
要
領
は・

壁
阿
鑑
定
隙

謹
の
で
人
〈

の

深

い

班

航

空

ノ

マ

ミ

エ

人

葉
、
便
所

一聞
な
く
一

面
に
吹
き
つ
け
る
の

協
力
が
な
く
て
は
到
底
そ
の
目

一4

-

J

一

的
を
謹
し
得
な
い
の
で
あ
り
ま

一
動
物
屍
、
厩
芥
・

一
で
す
が
‘
液
が
〆
ラ
ダ
ラ
流
れ

す
か
ら
、
択
の
事
項
を
よ
く
守

一

二

の

産
卵
場
所
は
こ
れ
ら

一落
ち
な
い
程
度
と
す
る
こ
と
、

っ
て
下
さ
る
様
に
お
願
い
し
ま

一
の
不
潔
な
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、

一叉
ご
み
捨
場
、
便
池
附
近
の
う

す。

一先
ず
き
れ
い
に
取
除
い
た
り
・

一
じ
設
し
の
た
め
に
、
か
き
と
り

一、

車
は
左
.
人
は
右
側
を
週

一清
掃
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要

一
作
業
や
殺
朗
剤
を
撒
く
こ
と
は

行
す
る
河
西
安
遁
を
守
り
ま

一
で
す
。

一、
願
除
に
大
い
に
役
立
つ
の
で

二
い
し
円
相
U
C
ん
を
道
踏
で
混
ば

一
帥
金
網
戸
叉
は
布
張
戸
に
よ
っ

一
あ
り
ま
ず
か
ら
‘

皆
さ
ん
も
健

庁」

k
J
栄
こ
し
ま
し
ょ
う
。

一
て
侵
入
を
防
く
と
か
、
小
暗
室

一
康
な
生
活
を
怒
る
た
め
駆
除
を

一
一
一
~
酌
附
剖
U
物
争
置
か
な
い

-
ハ
ハ
エ
の
習
性
と
し
て
暗
所
を

一
実
施
し
ま
し
よ
ろ
。

様
に
し
ま
し
ょ
う
。

一嫌
う
〉
を
遣
る
こ
と
も
一
つ
の

四、

白
純
一阜
の
二
人
乗
り
は
危

↑

険
で
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う

一

ha=

五
、
酒
を
呑
ん
で
車
を
運
開
す

一

‘
，

E
E

る
事
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

一

4
司

六
、
車
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
後
を

一

hsa'

横
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
c

一
ふ

4
0

七、

道
協
や
踏
切
を
横
断
す
る
-

h

，

場
合
は
右
左
を
よ
く
見
て
斜

~
ム

μ
ル

め
に
横
断
し
な
い
織
に
し
ま

J
9、

し
よ
号
。

一

mEV

八
、
遭
路
を
歩
く
時
.
話
を
し

-
ー
は
い

な
が
ら
横
に
な
ら
ん
で
歩
か

一
川
副
M
け

な
い
様
に
し
ま
し
ょ
う
。

一

i
叶

s

九
.
小
道
路
か
ら
大
道
路
に
山

-

凋
『

る
場
合
は
一
日
一停
車
し
て
左

一

4

右
の
交
通
に
注
意
し
ま
し
ょ

一

ぅ。

一

(
ニ
穴
)

を
し
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

寛
永
十
二
年
は
一
六
三
五
伊

で
今
か
ら
三
百
二
十
年
前
で
宅

り
ま
す
。

主
馬
は
こ
の
顎
年
保
養
地
明

病
洩
し
て
い
ま
す
。

魚
津
は
斑
文
十
一
年
〈
一
六

七
一
〉

元
蘇
十
一九
年

(一

七
の

一一一
〉
天
保
六
年

〈
一
八
三
五
〉

の
三
皮
の
大
火
が
あ
り
ま
し
た

そ
の
折
.
額
焼
の
鮭
に
会
い
、

現
在
の
建
物
は
其
の
後
の
建
築

に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ

o
 

p

つ
神
社
の一
神
事
は
た
く
さ
ん
あ

る
が
、

其
の
一
つ
に

「
胎
内
く

く
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
毎
年

の
六
パ

m・目
、
持
殿
内
に
つ
〈

っ
た
z

輸
を
二
-
同
く
ピ
る
L
r
.

駒山
災
会
除
け
る
こ
と
が
出
来

と
言
う
の
で
、
て
ん
で
に
赤

い

小
さ
な
御
悼
を
手

に
し
な
が

ら
.
神
社
に
集
り、

茅
の
輪
そ

く
仁
り
大
改
を
受
け
て
帰
る
の

で
、
神
社
は
時
な
ら
ぬ
眠
い
を

呈
l
ま
す
。

こ
れ
は
大
昔
か
ら
「
茅
の
輪
」

「
輪
越
の
扱

い
」
な
ど
と
い
っ

て、

人
の
罪
を
清
め
る
矯
め
に

行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、
こ
の

地
方
で
は

「
胎
内
く
く
り
」
と

い
っ
て
い
ま
す
c

先
代
官向
島料
榔
政
氏
は
河
合
信

濃
守
の

債
商
で
あ
り
、

高
倉

一

家
は
代

々
一岬
明
社
の
一月一
一川
を
勤

め
今
日
に
至
っ

て
い
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

本
神
社
は
明
治
六
年
八
月
郷

社
に
列
せ
ら
れ
、
同
凹
十
平
一一一

月
榊
餓
幣
吊
供
准
社
に
情
定
さ

れ、

昭
和
二
十
年
終
戦
と
共
に

紳
社
法
の
改
正
に
依
っ
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
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会
等
を
開
催
す
る
手
、
実
状

に
応
じ
た
窃
果
的
な
対
策
を
と

っ
て
頂
ぎ
た
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
溺
死
乃
予
珂
に
つ
い
て
は
宅
と

し
て
幼
児
が
対
象
と
な
る
の
で

あ
り
ま
す
が
穂
蹴
用
水
乃
節
水

と
多
忙
に
よ
る
保
護

η
慨
怠
か

ら
発
坐
す
る
事
犯
が
多
く
、
之

れ
が
予
防
と
し
て
子
供
の
控
び

場
と
な
る
附
近
の
栴
池
用
水
等

に
は
柵
を
設
け
て
締
落
を
防
止

す
る
か
.
更
ら
に
臨
時
保
育
所

の
設
置
等
も
初
果
的
で
あ
り
ま

す
。
次
に
島
禁
事
政
で
あ
り
ま

す
が
年
と
共
に
事
政
が
噌
加
の

一
途
を
辿
っ
て
お
る
の
で
あ
り

ま
し
て
、
そ
の
大
字
は
管
理
状

態
や
作
業
中
及
び
後
始
末
等
取

扱
上
の
粗
漏
に
起
因
す
る
も
の

で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
指
定
の
指

導
員
に
よ
る
撒
布
.
二
日
前
か

ら
の
公
示
叉
空
容
器
の
安
全
保

管
等
そ
徹
底
し
て
不
洋
事
政
の

惹
起
せ
な
い
よ
う
智
綴
方
の
協

力
を
願
い
ま
す
。

魚
津
瞥
察
署
防
犯
係

一
間
パ
シ
旧
で
石
灰
窒
素
を
や
ま
か
に
分
け
て
次
の
三
つ
に
区

一
っ
た
が
、
熔
燐
も
加
里
も
今
や
別
で
き
ま
す
。

一
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
。
実
は
忙
イ
、
核
(
細
胞
桜
〉

一
し
い
か
ら
之
等
を
田
植
後
に
し
ロ
、
有
色
体

(
猿
緑
町
も
之
に

の
場
合

一
た

し

。

含

ま

れ

る

〉

前
項
講
一
部
‘
第
二
部
.
宿

一
答

肥

料

は

胞

の

食
事
で

す

か

っ

細

胞

質

三
部
と
d
m
図
表
の
取
貯
は
白

一
ら
.
人
様
の
食
艇
と
同
様
.
御
こ
れ
ら
原
形
質
の
主
成
分
は
蛋

闘
と
す
る
も
.
で
き
る
だ
け

一
飯
‘
御
什
、
荷
物
と
揃
え
て
出
白
質
.
顎
脂
質
ペ
リ
ポ
イ
ド
)

将
叉
は
綿
内
市
町
村
の
状
態

一
す
様
に

N
.
p
.
K
と
揃
え
て
や
其
の
他
・
幾
種
類
か
の
も
の
が

を
示
す
純
計
図
表

一

圧
-
北
斗
‘
判
記
喜

一
る
こ
と
が
稲
の
成
長
を
図
る
上
加
わ
っ
た
も
の
で
，
普
通
は
七

5
帯
叶
恥
川
、
判
明
生
)
の
用
紙

一
に
大
切
な
事
で
あ
り
ま
す
o
其
割
以
上
の
水
分
子
-
含
ん
で
ネ
ツ

規
格
は
七
二
、
入

m
×有一一
二

の
一
つ
に
過
不
足
が
あ
っ
て
は
ト
り
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

五

二

B
I
R
L寸
去
二

健
全
な
生
育
は
で
き
ま
せ
ん
o

際

ssssぶ
ま

す

o
す

i

一
作
物
の
成
足
と
三
要
素
の
関
係
川

H

と
す
る
o

抵
質
色
彩
は
自
由

一
を

考

え

て

見

ま

す

と

・

先

づ

窒

州

火

点

川

ぺ

て

値

一

物

で
あ
る
が
ポ
弐
タ

1
カ
ラ

1

一

-
-
白
川
の
伸
[
て

を
用
J

て
主
い
ナ
な
い
o

一
素

は

・

硫

安

を

や

る

と

す

ぐ

色

川

-

川

い

く

部

品

川

署
二
沼
・
有
三
号
用
紙
焼

一
が

濃

く

な

っ

て

太

り

ま

す

の

川

目

叩

つ

ま

り

2
・一

on
×
口
二
・

三

一
で、

N
は

作

物

の

肥

大

成

長

に

川

和

r手
根
の

一
与
え
る
も
の
だ
と
い
う
事
は

お

川

H

、
日
令
.版
出
ヒ
寸
法
V

と
す

一

H

r

L

r

川
先
‘
幹
の

る
紙
翼
・
色
彰
そ
ハ
リ
他
乃
一
町

一
判
り
の
事
と

思

い

ま

す

が

、

徳

川

古

苧

州

形

成

曾

の

M

門
こ
つ
い
て
は
制
限
し
な
い

一
じ
て
植
物
の
体
は
沢
山
の
細
胞
川

.•. 
4

川
町
分
、
宿

六
、
ぷ
特
需
ま

一
か

ら

川

来

て

い

ま

す

か

ら

、

植

川

園

-
E
H

一

ー
抱
一
一
寓
川
や
袈
の
節

L
国
人
の
場
守
制
湿
し
な
い

一
物
の
太
り
ま
こ
の
細
胞
の
分
裂

川

鴎

万

日

-

川

;

川

々

の

少

し

OUM川
抗
日
え
な
い
〉

一
に

よ

り

増

航

す

る

現

泉

な

の

で

い

ssuN上
あ
た
り

一
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
細
胞
の
代

小
.
中
、
高
等
学
校
に
限
る

等
で
は
.
細
胞
怜
裂
が
探
ん
に

つ

団

体
一
己
点
叫
と
と
す
る

一
表
的
な
も
の
は
ミ
カ
ン
の
実

の
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
‘
そ
れ
に

七・

布
切
日
及
び
健
対
先

一
細
胞
で
し
ょ
う
o

ミ

カ

シ

の

中

主
門
小
形
質
が
ど
ん
/
¥
喧
た
ね

明
利
コ一
十
手
ム
パ
・
弓
ム
「
・
一
一
日
ま
で
.
塚
市
の
「
フ
グ
ロ
」
を
む
い
て
み
る

]

j

コ

情
汁
課
資
科
婦
円
え
は
市
統
引

一
と
、
つ

b
、ノ
一
杯
つ
ま
つ
ニ
ト
は
な
り
ま
せ
ん
G

隠
っ
て
蛋
白

広
制
係
重
で
宵
峰
山
山
透
付
の
事

一
さ
な
細
恥
い
も
の
が
沢
山
初
ト
質
が
必
要
で
す
。
蛋
白
質
は

八
.

志
募
上
ハ
リ
試
作
住
ま

一

N
を
含
む
化
会
特
で
す
か
ら
N

-
応
界
作
品
り
裏
町
一
九
主
主

一
ま
す
ね
・
こ
の
細
胞
の
一
番
外
ま
ど
ん
/¥

い
る
わ
ナ
で
す
C

一明
、
£
呂
・
性
別
心
配
主

側
の
膜
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膜
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録
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